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研究要旨 
保護者⽀援における保育⼠の困難感を⽂献研究から理論的に探究する基礎的研究とし
て、保育⼠と保護者との関係性の変容という観点から、保育⼠の困難感のフェーズを明ら
かにしていくことを⽬指した。その結果、関係構築期には、「保護者および保育⼠の特徴・
性格に起因する躓き」および「保育⼠が保護者に⼦どもの姿を伝達することに伴う難し
さ」、関係葛藤期には、「保育および⼦どもに関する相互理解がすれ違ってしまうことによ
る困難感」および「⼦どもの最善の利益と保護者の意思尊重との板挟みによる困難感」、
関係困難期には、「保護者からの信頼感が失われてしまった状況」という３つのフェーズ
における保育⼠の困難感の仮説モデルを提唱した。各フェーズにおいて活きる保育⼠の
専⾨性として、「コミュニケーション」、「相互理解」と「⼦どもの最善の利益」「ソーシャ
ルワーク」をそれぞれ挙げたが、⼗分に発揮できていない状況がありうることを述べた。
また、保護者との関係性によらないものの、「保育システム」および「社会背景」という
保育⼠の困難感を⽣じさせる要因についても指摘した。 

 
A.研究⽬的 

保育⼠と保護者との関係性の変容という
観点から、保護者⽀援における保育⼠の抱
える困難感のフェーズを明らかにし、その
変容モデルを提⽰することを⽬的とした。 

これにより、タイミングのよい保育⼠の
サポートを提供することが可能となり、保
育⼠の抱える困難感が多少なりとも和らげ
られることにつながるという意義があった。 
 
B.研究⽅法 
 保護者⽀援における保育⼠の困難感を⽂
献研究から探究した。 
先⾏研究において提⽰されていた、保護

者⽀援における保育⼠の困難感に関する項
⽬や記述を合計 119 項⽬抽出した。それら
を「関係構築期」、「関係葛藤期」、「関係困難
期」の３つのフェーズに分類した。 
 
C.研究結果 
 「関係構築期」では、「保護者および保育
⼠の特徴・性格に起因する躓き」および「保
育⼠が保護者に⼦どもの姿を伝達すること
に伴う難しさ」を述べた。 

「関係葛藤期」では、「保育および⼦ども
に関する相互理解がすれ違ってしまうこと
による困難感」および「⼦どもの最善の利益
と保護者の意思尊重との板挟みによる困難



感」を指摘した。 
「関係困難期」では、「保護者からの信頼

感が失われてしまった状況」が⽣じること
を述べた。 
 
D.考察 

「関係困難期」に⾄るまでには、それまで
の保育⼠と保護者とのかかわりの積み重ね
によるところがあると考えられることから、
現時点においては、各フェーズは固定化さ
れたものとしてではなく、連続するものと
して描くこととした。 
実際、⾒出された困難感それぞれとの間

で、関連性のある場合もあったことから、保
育⼠と保護者との関係性が変容していく動
態として、各フェーズにおける保育⼠の困
難感を明らかにし、モデル化することがで
きた。 

また、各フェーズにおいて活きる保育⼠
の専⾨性として、「コミュニケーション」、
「相互理解」と「⼦どもの最善の利益」「ソ
ーシャルワーク」をそれぞれ挙げたが、⼗分
に発揮できていない状況がありうることを
述べた。 
 
E.結論 

保育⼠が保護者との関係について感じて
いる難しさについて詳細に検討することが
できたとともに、肯定的な変容としてでは
なく、より厳しい状況へと変容していくモ
デルを図１のように⽰すことができた。 
 このモデルをベースとすることで、フェ
ーズ毎に⽣じると考えられる保護者⽀援に
おける保育⼠の困難感に適したサポートを
提供できることにつながっていくとともに、
新たな保護者⽀援のあり⽅を検討していく

⾜掛かりとなった。 
 

 
図１：保護者⽀援における各フェーズにお
いて保育⼠の抱える困難感とその背景 
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